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　 　提 言 　『 県内産業の持続的な発展を目指して 』

　一般社団法人奈良経済産業協

会の皆様には、日頃より本県産

業の振興並びに産業振興総合セ

ンター諸施策の推進にご理解と

ご協力を頂いておりますこと

に、厚く御礼を申し上げます。

　さて、わが国の景気は１０月

の月例経済報告（内閣府）によ

ると「新型コロナウイルス感染

症の影響により、依然として厳

しい状況にあるなか、持ち直しの動きが続いてい

るものの、そのテンポが弱まっている。」とされて

おります。

　新型コロナウイルス感染症も一時期の急激な感

染者数の拡大から、このところ減少傾向にありま

すが、長引くコロナ禍においては、貴会会員各位

をはじめ県内企業の皆様の企業活動に影響を及ぼ

し依然として厳しく、今後の先行きもなかなか見

通せない状況にあると拝察いたします。

　今後の社会・経済活動においては、感染症対策

と企業活動の両立を図りながら、持続的な経済活

動と地域産業の発展を目指し取り組んでいくこと

が重要と考えます。

　このような状況の中、産業振興総合センターで

は「産業技術研究部」及び「創業・経営支援部」

において、本県産業振興の総合拠点として県内企

業の技術課題や経営課題に対する幅広い支援に取

り組んでおります。

　具体的に「産業技術研究部」では、産業技術に

関する研究開発や技術相談、依頼試験・分析、設

備利用、研究人材育成などの支援に取り組んでい

ます。

　特に研究開発については、本年４月から『第二

期中期研究開発方針』を策定し、社会情勢や技術

動向に基づく先導的な研究テーマに取り組む「ミッ

ション型研究開発」と、県内企業の技術課題や研

究ニーズに対応することにより実用化、製品化を

加速する「サポート型研究開発」という２つの大

きな柱により取り組んでいるところです。

　なかでも、県内産業のデジタル化にあたっては、

企業における生産工程の自動化・省力化を中心に、

ＩｏＴやＡＩ技術などの最新技術の活用に関する

研究開発を進めると同時に、センターのＡＩラボ

の利用を通じて、幅広い分野でのデジタル技術を

活用したものづくりを支援して参ります。

　また「創業・経営支援部」では、創業（スタートアッ

プ）支援や新製品の国内・海外販路開拓への支援、

自社製品のブランド化・Ｂ to Ｃ支援、商店街活性

化支援などに取り組むとともに、特に、コロナ禍

においてその影響を少しでも抑え、経済の力強い

回復を目指して、本年度、オンラインを活用した

国内外の販路開拓支援として、中国陝西省西安市

内の商業施設や、本年 8 月にリニューアルオープ

ンした奈良まほろば館新拠点において、展示会や

リモートによる商談会を実施するなど、新たな生

活様式や経済活動への変革に対応した取り組みも

進めているところです。

　今後も、多岐に渡るこれらの取組を着実に進め

るとともに、県内外の大学や研究機関、支援機関、

市町村等とのネットワークによる連携を強化しな

がら、皆様のニーズにお応えし技術力、経営力の

向上に貢献できるよう一層努力して参ります。

　貴協会におかれましては、これまでから奈良県

の経済・産業の振興にご尽力いただき、地域社会

の発展にご貢献いただいているところであり、今

後も、県内産業の持続的な発展を目指し、また本

県経済の活性化に向け、引き続きご指導、ご鞭撻

を賜りますようお願い申し上げます。
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付き、その手続も複雑で多数の承認が必要だった。

　責任を取る＝ペナルティでなく、責任の定義を

「自分で考えて決めたことを、最後まで自分ごとと

して成し遂げる覚悟・意思」とし、自分で決めてやっ

て失敗してもペナルティでなく、最後まで自分事

として向き合うよう話をした。

　稟議書や開発依頼書をなくし、責任をもって取

り組むように変えて、開発では逆に件数が伸びた。

　出来なくともチャレンジすると開発が増え、ト

ライして失敗してもノウハウになり、次に活かせ

られる。トライ数が増えて商品数が増え、新しい

商品が出来て、社内の活気を生むことに繋がった。

　各部門から若手を集めて「自分プロジェクト」

に取り組んだ。会社の問題点を探り、自分たちで

課題の解決案を作って、実際に実行まで行った。

　提案において、各部門には阻害しないよう全面

的な応援を要請した。会社の問題は、誰かが解決

してくれると思っている。自分たちで会社の問題

に取り組むことで、解決できると気付いてくれた。

　半期に一度、自分が次の半期にどんな貢献が出

来て、その貢献・提供できる価値に見合う給与を

自ら提案する自己申告型給与制度を行っている。

　貢献内容と申告される給与がマッチするか、本

当に実現できるかどうかを、全マネージャーで審

議し、結果をフィードバックしている。

　この制度は結果でなく、未来の貢献に焦点を当

てており、だから給与でなく投資と呼んでおり、

提案内容を実現させないと投資の失敗ともなる。

　従業員が自分の価値を見積もることはメリット

しかなく、実際に実施で従業員が変わってきた。

　様々に自律型組織を目指し取り組んでいるが、

自律することがモチベーションに繋がり、自分で

決めて、責任を取ることでモチベーションがわく。

　自律を促すには信頼が必要で、疑うと自律でき

ない。信頼することがスタートで、信頼から自律

が芽生え、自律から責任を果たすことにつながる。

　会員相互の交流と企業経営

に資するべく、「経営実践セミ

ナー」を開催致しました。

　今回は、家庭用洗剤・業務

用洗浄剤等を製造されている

木村石鹸工業株式会社 代表

取締役社長の木村祥一郎様か

ら、『自律組織を目指して～創

業 97年老舗石鹸メーカーの組

織能力開発の実践～』をテー

マにご講演を頂きました。

　講演会実施に際しては、三密を避けた感染防止

対策と共に、安全に十分配慮の上で実施しました。

（尚、恒例の「交流懇親会」は中止しました）

＜講演要旨＞　

　当社はＯＥＭ中心だったが、段々と利益を出せ

なくなっていた。父親は跡継ぎを諦めていたが、

外部事業承継がうまくいかず、会社に入った。

　入社後、ＯＥＭ依存から自社ブランド作りに取り

組んだ。実際ＯＥＭでも企画から開発・製造まで

一貫して行っていたが、販路もなく価値を伝える

方法も知らなかった。そこで、トイレのタンクや風

呂の床等のニッチな専用洗剤を製品化し、インテリ

アともなるデザイン性ある製品で特徴を出した。

　メディアで紹介され、小売店も扱ってもらえる

ようになり、徐々に利益率も確保でき、自社ブラ

ンド比率も 20％になり、事業環境が変わってきた。

　はじめ自社ブランド製品を社内で披露した時、

本当に売れるのかとネガティブな反応であった。

　普通の洗剤より数倍も高い価格設定に営業も売

れないと提案を嫌がった。当初ネットでの販売だっ

たが、販路拡大へデザインに優れた製品の展示会

に出展した。展示会には洗剤は当社だけで、来場

者から伝統のある会社が新しいことをしていると

褒めてもらえた。価格も安いという反応が多く、

営業マンも衝撃を受けて意識が劇的に変わった。

　従業員もＯＥＭのことは話題にしなかったが、

自分たちの製品が有名店で販売されていることが

自慢で、自社ブランドに前向きになってくれた。

　入社後、半期毎に従業員全員と個別に面談した

ら、失敗したくない意識が強いことがわかった。

　過去に取り組んだが、うまくいかない場合に責

任を取れと言われるので、新しい提案をしたら損

だ、言われた事をミスなくやる、という意識が根

経  営  実  践  セ  ミ  ナ  ー
人材育成委員会主催（R03.9.16）

木村石鹸工業㈱ 

代表取締役社長 

木村祥一郎氏
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会員企業訪問（NO.23） 

～日進堂製菓株式会社～

代表取締役社長

木谷善洋氏

　<企業情報 >

　会社名：日進堂製菓株式会社

　創　業：1953 年 11 月

　設　立：1969 年 12 月

　住　所：〒 636-0905

　　　　　生駒郡平群町上庄 4-5-36

　社員数：32 名

　業　種：食料品製造業

        　粟おこし 他

社長様のインタビュー

本社・工場

Ｑ 1. 創業した経緯と事業内容

　私の祖父が大阪で、その当時働かせて頂いてい

た食品会社を辞めて、ほぼ暖簾分けのような形に

て創業しました。その後第２次世界大戦、開戦ま

で大阪で食品製造（粟おこしを中心）しておりま

したが、第２次対戦中に戦災を逃れる為、当時の

三郷村（現三郷町）に移り、祖父の家族と共に個

人事業を営んでおりました。そして、生産性向上

を目指し工場を新築しました。しかし、２年程で

不運にも火災により消失しましたが、各業者様に

勇気付けられ、これを機に事業規模の拡大を図る

目的から、株式会社に組織変更し、それまで粟お

こし、油菓子他などさまざまな菓子を模索してお

りましたが、大変好評であった粟おこし、おこし

等に絞りましたところ、菓子大手問屋様他、スー

パー様、お土産中心のお店様などにご愛顧戴き、

長らく販売させて頂いております。

Ｑ２．当社の強み

　当社は、創業当時より製造しておりました、昔

ながらの粟おこし、少し後に自社で開発販売を開

始したピーナッツミックス、最近再販しました古

都落花（みやこらっか）、豆太鼓があります。

　最近では溢れるほどのお菓子の種類の中で埋も

れかかっているかもしれませんが、この４品はお

客様に大変根強い人気があり、この４品を主軸と

し、その他の多彩なラインナップの商品が当社の

強みとなっております。

　また、新たに躍進するために、令和元年に新工

場が完成し、新たな設備も投入しました。

　今後もお客様にご満足いただけるような商品作

りを目指しております。

Ｑ３．人材育成　技術伝承など

　弊社の経営理念もそうですが、弊社には「社員

の心構え」という経営方針の位置付けのものがあ

り、それを毎月の朝礼にて唱和し、毎週の現場の

朝礼でも話し、その内容を理解してもらうよう努

めております。また他では外部研修に参加し、そ

の時に弊社従業員以外の職業の方との交流にて、

普段工場内では味わえない外の社会を知り、見識

が広がる経験をすれば、外部研修の内容と踏まえ、

弊社に戻った時に新たな力を発揮してくれている

と考えます。また、外部研修後に行けなかった者

への内容等の説明で、さらに第３者への伝える力

が養えることと思っております。

　弊社は、まだまだ人の手による事でしか製造出

来ない設備であります。先人の知識によりまたそ

の設備の中で、各商品の製品に見合う製造方法を

従業員の方々が覚えて、また今日の日進堂製菓の

力になり、また次への蓄積へと繋げ残していける

よう取り組んでおります。

Ｑ４．今後の事業展開

　弊社商品は、焼き菓子の中でも同業社様が少し

づつ廃業されて行く中ではございますが、昔から

の言葉にもありますように、ピンチをチャンスに

変え新たな新商品開発、また新たな顧客様創出と

いった事、また、弊社は今まで地域より県外に力

を入れておりましたが、地域にも貢献出来るよう

な事をしていければと思います。

　それで前文にも記載させて頂いておりますが、

令和元年に新工場建設し移転しておりますので、

更なる品質安全・安心・向上を目指して、お客様

に喜ばれる菓子作りに励んで参ります。
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経営者懇話会

（人材育成委員会主催 R03.10.8）

　経営者懇話会第 1 回目は、大

阪市生野区にあります、縫製機

械（ミシン）の製造販売をされ

ておられる㈱アックスヤマザキ

代表取締役の山﨑一史様に、『市

場縮小化の中で弱小企業の生き

抜き方』をテーマにご講演を頂

きました。

　講演概要は次の通りです。

　「当社は業界最小のミシン製造会社である。

　1 家に 1 台であったミシンの国内市場は 1990 年

代末をピークに縮小していった。2005 年に家業に

入り営業をしながら、なぜミシンを使わなくなっ

たのかと身近な人達に聞いて回った。小学校のミ

シンの授業で苦手になった、出すのが面倒という

意見が多かった。だったら子供にミシンの楽しさ

を知ってもらおうと毛糸を使って生地を縫合する

子供用毛糸ミシンの新規開発を始めた。事業継承

した 2015 年には営業赤字になった為、思い切って

低収益体質の改善に取組んだ。ＯＥＭ依存からの

脱却を図って製造機種を 100 機種から 30 機種に削

減し、卸主体から直販主体に変え、コスト削減や

高付加価値商品で利益を増やそうとする売上追求

から粗利追及に変更した。そして開発していた子

供ミシンの発売を決意したが、先代からは会社を

つぶす気か！と猛反対された。しかし販売した結

果、２か月で２万台（累計 10 万台）売り上げるヒッ

ト商品となり、赤字から見事Ｖ字回復した。次に、

子育てママ向けに『子育てにちょうどいいミシン』

を販売した。コンパクトなデザインでリビングに

おいても違和感なく、使いたい時にさっと手軽に

ミシンが使えるだけでなく、スマホで動画を見な

がら作品が作れる事が好評となり、１年弱で５万

台を売り上げた。固定概念を捨て、お客様の声に

真摯に耳を傾け、お客様に長く使って頂ける製品

開発で、もう一度 1家に 1台を実現していきたい。」

㈱アックスヤマザキ
代表取締役社長
山﨑一史氏

　リードタイム短縮や在庫低減、

残業時間の削減は喫緊の課題で

あり、業務を見直し、改善によ

り生産性を向上させて行くこと

は不可欠であります。

　この様な状況の中、当会では、

会員企業の生産性向上に向けて、

（独法）高齢・障害・求職者雇用

支援機構【ポリテクセンター】

様の委託を受けて、『生産性向上支援訓練』を実施

いたしました。

　この生産性訓練では、生産現場や業務の現状を

分析し、課題・ムダを明らかにし、その改善を進

めていく勘所・手順を学びことで、生産性の向上

を図るために、９月に「生産現場の問題解決」を

２日間にわたり開催致しました。

　特性要因図により問題の追及から改善策を考え

ると共に、生産活動におけるムダ・ロスを明らか

にして、ムダを見つける目を養いました。

　またワークサンプリングにより、工程を分解し

て分析することでムダを顕在化させる手法やＩＥ

の手法を活用してムダの見える化を行って、改善

を進める手法や手順を体系的に学びました。

　演習においては、実際の生産現場での作業工程

のビデオを題材に、問題点を分析し、ムダや課題

を抽出し、その対策を検討することで、生産現場

の改善を進めていく流れを学びました。

　また段替作業の様子を教材に、作業や工程の課

題を見つけ出して対策を考えるまでの一連の流れ

を自ら考えることで、座学で学んだ知識を一層定

着させていけるように取り組みました。

　今後は、「成果を上げる業務改善」「原価管理と

コストダウン」をテーマに、業務を広く捉えて日々

の業務改善を通した生産性の向上や、原価の仕組

みの理解や工程・作業を見直したコスト削減によ

り生産性の向上へ繋げるよう実施します。

生産現場の問題解決

　　　　　　　　 人材育成委員会主催（R03.9.7・28）

㈱ＫＴＭコンサルティング
代表取締役社長
前田 剛 氏
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　入社半年後の新入社員に対し

て、入社からの仕事を振り返り

ながら、今後の仕事に取組む姿

勢を再確認し、目標に向かって

成長していける人材の育成に向

け、「新入社員フォローアップ研

修」を開催しました。

 研修は、三密を避けると共に、

マスクの着用・換気・消毒の徹

底等、新型コロナウイルスの感染拡大の防止を行

いながら実施しました。

　講師は、当会の新入社員や管理者の人材育成や

人事管理・採用活動の支援でご指導を頂いている

ＳＡＰ 代表 松本 治 様にお願いしました。

　まず初めに、入社から半年の間に「仕事で頑張っ

た」と思えることについて考えました。

　自身が入社後に経験した中で、何を学んだかを

業務内容・役割・立場等の様々な視点から振り返り、

経験によって体得したノウハウやコツを次の行動

に生かし、また経験を積んでいくことでより大き

く成長していけることをご指導頂きました。

　仕事における目標設定については、自分以外の

要素が比較的多く関わる「結果目標」をまず立て

ることで、具体的に自分は何をすればよいか「行

動目標」が明確になり、行動目標の実行・改善を

繰り返し行っていくことで結果目標の達成に繋が

るとお教え頂きました。

　また、業務の品質保持・効率化の手法であるＰ

ＤＣＡサイクルや、問題の本質を見極める能力（問

題解決能力）、適切な課題を設定する能力（課題解

決力）等のスキルについて、具体的な事例をあげ

てわかりやすくご指導頂きました。

　課題が困難な状況であっても、自分ならできる

という自分に対しての自信（自己効力）と、他者

に助けを求め、快くサポートを受ける力（受援力）

を身につけることも大切であると学びました。

新入社員フォローアップ研修

　　　　　　　　   　人材育成委員会主催（R03.9.8）

ＳＡＰ
代表

松本 治 氏

　現場の中心となる管理者・リー

ダーの意識や必要な知識・スキ

ルを高めていくため、全５回・

テーマ毎に「管理者・リーダー

養成講座」を設定しました。

　初回は管理者・リーダーにとっ

て最も重要な観点である「管理

者の役割とリーダーシップ」に

ついて、リーダーとしてのあり

方を学びました。

　研修は、三密を避けると共に、マスクの着用・

換気・消毒の徹底等、新型コロナウイルスの感染

拡大の防止を行いながら実施しました。

　講師には、元住友生命㈱財務部長で、現在は経

営リーダーの育成に取り組まれている㈱山城経営

研究所 顧問 市川邦彦様にご講話を頂きました。

　まず、業績と人間への関心度の割合から、自身

のリーダーシップスタイルを知ると共に、カード

を使った個人演習で上司と自身の良い点・改善点

を書き出し、自分の現状を認識し、リーダーとし

て目標に向けてチームをまとめ、どのように成果

を出していくべきかをご指導頂きました。

　また、管理者は常に最悪のシナリオを想定し、

豊富な知識と経験を生かして、冷静に正しい判断

と決断ができる能力や資質を養うことも大事であ

ると、ご自身の経験をふまえてご解説頂きました。

　リーダーとして、部下や上司の意見を積極的に

聴く力・伝える力・気持ちを汲み取る力（非言語

コミュニケーション）等のコミュニケーション能

力を養い、信頼関係を築いていくことの重要性を

学びました。

　研修の最後には、3 年先の自分を想定し、逆算

して今何をすべきか、何をしていくべきかについ

て行動計画書を作成致しました。

　今後は、部下育成、目標管理・人事考課、決算

書の読み方、コーチングを開催致します。

　【管理者・リーダー養成講座】　

管理者の役割とリーダーシップ
　　　　　　　　　 　人材育成委員会主催（R03.9.9）

㈱山城経営研究所

顧問

市川邦彦氏
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　営業活動の改善は、業績の向

上に留まらず、営業の生産性向

上にもつながる重要な視点です。

　提案営業の手法を学び、実際

の顧客を想定し、顧客にマッチ

した提案営業の考え方と実践方

法を学ぶために「提案型営業手

法」セミナーを開催しました。

　実施においては、新型コロナ

ウイルスの感染拡大防止に向け、三密を避けなが

らマスク着用・換気徹底等を行い実施しました。

　講師は、大手就職支援企業で新規事業、商材の

企画・開発に携われ、現在は企業の戦略立案、営

業業務や手法の指導、管理監督者・現場担当者の

人材育成等でご活躍されているＳＡＰ 代表 松本 

治 様にお願いしました。

　顧客への提案と業績との相互の関連を整理して、

実際の提案内容が顧客に取って、どの様なメリッ

トがあるのかを具体的に提示することの大切さと

共に、提案・商談をどう進めていくことかをしっ

かりとイメージした営業活動の重要性について、

事例を上げてご指導頂きました。

　新型コロナウイルス感染症など、現在の取り巻

く環境に合わせて、営業手法をはじめ、顧客に受

け入れられる価値（商品）を見極めて提案できる

力量が求められています。

　そのため、顧客がどのような課題を抱えている

かを日々リサーチし、その課題に対して、自社の

営業戦略と連動させながら、どのような提案がで

きるかを描き、他社との競争優位をいかに確立す

るかを考え、営業活動をしていく一連の流れを実

践的に演習も交えながらご解説頂きました。

　今後も、価値を提案していく営業に向けて、体

系化・標準化による営業活動の生産性向上や、営

業人材の育成に役立てて頂けるよう、取り組んで

参ります。

提 案 型 営 業 手 法
　　　　　　　　　  人材育成委員会主催（R03.10.5）

ＳＡＰ
代表

松本 治 氏

同一労働同一賃金実務対応セミナー

（人材育成委員会主催 R03.9.14）

　2021 年 4 月から中小企業にお

いても、「同一労働同一賃金の適

用」が施行されました。非正規

社員（契約社員等）との不合理

な待遇差の禁止、待遇差がある

場合の説明が義務化されていま

す。

　「待遇差の説明や解消には、実

務において何を何処までどうす

ればよいのか？」について、現状の問題点、課題

の確認と取組みの手順を整理し、雇用形態にかか

わらない「均等待遇と均衡待遇」の理解と、合理

でない処遇と説明責任に対応した判断基準の明確

化を目的に、「同一労働同一賃金実務対応セミナー」

を開催しました。

　講師は、“たすかる”サポート森岡事務所　特定

社会保険労務士　森岡利行 様にお願いしました。

　同一労働同一賃金において最も重要な「不合理

な待遇差と説明義務への対応」について、同一労

働同一賃金に関する法令改正の流れと経緯を、改

正法のポイントやガイドラインに沿って解説頂く

と共に、直近の各種判例を参考に、個々の事例に

基づいて個別に判断されるため、実態に即した対

応が求められることを解説頂きました。

　不合理な待遇差への対応として、現状を確認す

る上でチェックリストを用いて課題を整理して、

取り組む上でのプロセスにおける留意点をご指導

頂きました。

　また、説明責任の義務化の対応として、待遇の

内容を雇用形態毎に整理しながら、待遇の見える

化と根拠を明確にしておくことの重要性と共に、

説明する上のポイントを解説頂きました。

　特に、非正規社員が長期雇用になっている場合

は、留意する必要性を解説頂きました。

　今後も同一労働同一賃金に対応した人事制度の

構築に向けて、具体的に取り組んで参ります。

“たすかる”サポート森岡事務所
特定社会保険労務士

森岡利行氏
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株式会社福丸
　　　　
【概　要】

創　　業：2012 年 11 月 13 日

資 本 金：10 万円

代 表 者：代表取締役　

　　　　　　福　井　温　子

所 在 地：〒 631-0806　

　　　　　奈良市朱雀 6丁目 1-14 ｺﾝﾌｫｰﾄ朱雀Ⅱ 3-A

Ｔ Ｅ Ｌ : 0742-71-0072

Ｆ Ａ Ｘ : 0742-71-0073

従 業 員：15 名

事業内容 :社会福祉事業

　住宅型有料老人ホームやデイサービスの施設運

営、居宅介護支援事業所や訪問介護事業所の運営

と介護全体に関わる事業を行っている会社です。

　昨今、需要が高い事業ではありますが容易にエ

リアを拡大せず、地域に密着し、ご利用者様 1 人

1 人に寄り添った介護サービスの提供を心掛け、

地域社会、高齢化社会に貢献できる企業でありた

いと考えております。

新 入 会 員 様 ご 紹 介

有限会社保険セントラル
　　　　
【概　要】

創　　業：平成 6年

資 本 金：300 万円

代 表 者：代表取締役　

　　　　　　松　本　守　史

所 在 地：〒 630-8451　

　　　　　奈良市北之庄町 41-1 2F 201 号

Ｔ Ｅ Ｌ : 0742-50-6600

Ｆ Ａ Ｘ : 0742-50-6610

Ｕ Ｒ Ｌ：https://hoken-central.jp/	

従 業 員：９名

事業内容 :保険代理業

　創業以来奈良県を中心として損害保険・生命保険

の代理店としてお客様への最高の安心とサービスの

提供をモットーに積極的に活動して参りました。　

　当社を中心とする地域提供情報ネットワークを活

用し、皆様方との信頼関係をさらに高め、安心と最

良のコンサルタント活動を推進して参ります。

有限会社栄林建設
　　　　
【概　要】

創　　業：1969 年

資 本 金：300 万円

代 表 者：専務取締役　

　　　　　　髙　田　桂　輔

所 在 地：〒 631-0842　

　　　　　奈良市菅原町 268-10

Ｔ Ｅ Ｌ : 0742-45-7333

Ｆ Ａ Ｘ : 0742-45-2078

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.eibayashi.com	

従 業 員：９名

事業内容 :総合建設業

　弊社は奈良市にて昭和 44 年に創業しました。 

　主にカーディーラー様の店舗営繕修理、賃貸団

地内外装の修繕、在来工法の住宅新築、リフォー

ム業を軸として営業させて頂いております。

　お客様、社員様、関係取引業者様に豊かで幸せ

なプライベートライフバランスを築いてもらうた

めの最大限の努力を引き続き進めて参ります。

株式会社カームネススマイル
　　　　
【概　要】

創　　業：2006 年 9 月 26 日

資 本 金：100 万円

代 表 者：代表取締役　

　　　　　　山　品　照　美　

所 在 地：〒 631-0011　

　　　　　奈良市押熊町 395 番 1

Ｔ Ｅ Ｌ : 0742-40-5373　　

Ｆ Ａ Ｘ : 0742-40-5374

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.calmness-smile.com/

従 業 員：12 名

事業内容 :社会保険・社会福祉・介護事業

　障害福祉サービス・訪問介護サービス・訪問看

護サービス・居宅介護支援サービス

　私たちは利用者が自立した日常生活又は社会生

活を営むことができるよう、当該利用者の身体そ

の他の状況及びその置かれている環境に応じて、

必要な生活などに関する相談及び助言その他の生

活全般にわたる看護・介護・援助を適切かつ効果

的に行います。

正会員正会員

正会員 正会員
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新 入 会 員 様 ご 紹 介

　10 月 20 日（水）、毎年恒例の秋季ゴルフ大会を、

マスクの着用・消毒、表彰式・懇親会の中止等、

新型コロナ感染防止対策を徹底して、美加ノ原カ

ンツリークラブで開催いたしました。

　当日は、少し肌寒く感じましたが天気に恵まれ、

38 名の方にご参加頂きました。

　今回の優勝は、近畿商工㈱ 代表取締役社長 堀口

伸一様で、グロス 93（46･47）ネット 70.2 と好成績

なスコアでの優勝となりました。

　上位の方々は以下の通りです。

  ・優　勝　堀口伸一　（近畿商工㈱）

　・準優勝　水野宣明　（水野ストレーナー工業㈱）

　・第３位　奥村雅英　（松田電気工業㈱）

令和３年秋季親睦ゴルフ大会
総務委員会主催（R03.10.20）

事　業　案　内

　 ☆株式会社近畿日本ツーリスト関西 奈良支店

                  ↓

　   近畿日本ツーリスト株式会社 奈良支店

   ☆パナソニック株式会社 

            　　 アプライアンス社

 　　 　　　スマートエネルギー事業部　　　　

　　 　　　　　　　　　 ↓

     パナソニック株式会社

　　　　　　　　エレクトリックワークス社

   　 スマートエネルギーシステム事業部

社 名 変 更
　☆松田電気工業株式会社

　 （旧）代表取締役社長　  　辻　 　修　

　　　　　　　   ↓　

　 （新）代表取締役社会長　　辻　 　修　

役　職　変　更

〒630-8031　奈良市柏木町129－1　奈良県産業振興総合センター内
TEL（0742）36－7370　FAX（0742）36－7371
http://www.nara-eia.or.jp　E-mail : info@nara-eia.or.jp

奈良経済産業協会NEWS 第55号
令和３年11月発行

一般社団法人　奈良経済産業協会

株式会社リアン
　　　　
【概　要】

設　　立：平成 30 年 11 月

資 本 金：2,100 万円

代 表 者：代表取締役　

　　　　　　橋　本　梨　織　

所 在 地：〒 630-8114

　　　　　奈良市芝辻町 4丁目 6番 15 号

　　　　　　　　　　　　　　　宝来ビル 401 号

Ｔ Ｅ Ｌ : 0742-93-6810

Ｆ Ａ Ｘ : 0742-93-6840

事業内容 :飲食店

　奈良市内で、飲食店を 3軒経営しています。

　一つは倭鴨を使った鴨鍋料理専門店。

　二つ目は接待向けの落ち着いた雰囲気のクラブ。

　三つ目はカラオケのあるラウンジです。

　お客様の様々なニーズに答えられる様に、タイ

プの違った店舗になっております。

　お客様に末永くご愛顧頂けますよう努力して参

ります。

正会員

　研修・行事の開催に際しましては、三密を避

けた感染防止対策と共に参加者様にご協力賜り、

安全に十分配慮した上で実施いたします。

　また、感染状況により中止させて頂く場合も

ありますことをあらかじめご理解賜わりますよ

う、ご協力をお願い申し上げます。

研修・行事の開催に際してのお願い
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